
事業名 寺山修司アートカレッジ  
 

団体名 寺山修司五月会 代表者名  中⾥ 茉莉子 

事業実施総額 ５３０，８５３円 補助⾦額 ４５１，０００円 

事業実施日 11/14、12/19、1/24、2/21 事業実施場所 寺山修司記念館 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 寺山修司を三沢市のアイデンティティの⼀つとして、市内外により強く情報発信していくため、まずは近隣住⺠向けの講座で、
寺山の仕事・人物像を知ってもらう。 

活動の実施状況 
 
 
 
 
 

・第１回 １１月１４日（土）［寺山修司の⾔葉を読むー短歌・童話ー］ 
講師︓⻑⾕川孝治（劇作家・演出家）  受講人数︓１２名 

・第２回 １２月１９日（土）［オリンピックに参加した寺山修司］ 
 〜企画展『オリンピックと寺山修司』に寄せて〜］ 
 講師︓広瀬有紀（寺山修司記念館学芸員） 受講人数︓２０名 
・第３回 １月２４日（日）［寺山修司をどう作品化するか〜現代作家の２年間の挑戦〜］ 

講師︓⼩沢 剛（現代美術家） 受講人数︓１７名 
・第４回 ２月２１日（日）［寺山修司のラジオドラマ］ 

講師︓⽯井光雄（映像プロデューサー）、堀内宏公（元キングレコードディレクター） 受講人数︓２２名 
［場所］︓三沢市公会堂、三沢市国際交流教育センター、三沢市商⼯会館 
［参加人数］︓延べ７１名 

事業のＰＲ方法 ［方法］例年に引続き、［⻘森県⺠カレッジ三⼋上北地域キャンパス講座］とも連携した。三沢市及び観光協会、寺山修司記念館
のホームページ・各ＳＮＳへの掲載によりＰＲを図った。三沢市ケーブルテレビジョンでの講座配信を実施した。 

事業の検証 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［市⺠への波及効果］ 
多様なジャンルの講師により今も⽣きる寺山修司の世界を新たな切り⼝でひも解くことが出来た。 
［良かった点］ 
引続き研究分野の講座を⾏う事が出来た。時期的に感染症拡⼤の中で状況を⾒ながら開催期日を決定し、感染症対策については受
講者の理解・協⼒を得て安全に実施出来た。三沢市ケーブルテレビでの受講の様子を編集し、配信したことで、当日足を運べなか
った市⺠にも興味を持ってもらうことが出来、反響が多く聞かれた。新規受講者、継続受講者も増えた。 
［悪かった点］ 
昨年に⽐べ参加者数が少ないが、状況を考慮すれば想定内と考える。若い年代が少ない。しかし、この年代の数名は継続して出席
していることもあり、高い関心を持って参加している手応えを感じた。新たな寺山ファンの獲得に繋がる可能性がある。 
［改善点］ 
若い年代の参加者にも参加してもらえるよう、今後のイベントや記念館内での案内を強化する。 
［参加者の意⾒］ 
ワークショップが体験型でとても楽しく、三沢で演劇に触れることが出来てうれしかった。オリンピックと芸術が結び付かなかっ
たがとても興味深く聞くことが出来た。開催中の企画展も⾒に⾏きたい、もう⼀度⾒に⾏きたい。スライドの画⾯が⾒えづらいと
ころがあった、照明を落としたらもう少し⾒えたのでは。寺山の活動の広さ、深さ、⼩沢剛⽒の⾏動⼒に驚いた。⾔葉が通じなく
ても医師は伝わることに驚いた。ラジオドラマの魅⼒が少しわかったような気がする。想像⼒の乏しい現代人が増えている中で、
ラジオドラマはいい薬になるのでは。活字で読んでいた作品が音で聞くとイメージと全く違って驚いた。 
［団体構成員間での事業に対する意識の共有］ 
寺山修司を偲び、その偉⼤な業績を後世に伝えることを目的に事業を毎年実施したい。 

今後の展開 今年度のアートカレッジは、感染症対策実施下においての開催となり、手指消毒、マスク着⽤、受付表の提出など受講者には理
解協⼒を得て開催した。４回目の講座は緊急事態宣⾔のもと県外在住の講師を招くにあたり、オンラインビデオ通話アプリ
ZOOM を活⽤し、会場に⽤意したスクリーンに講師のライブ映像を投影しお話を伺った。開催者を含め会場にいる受講者、関係
者の安全安心の確保のため、初めての試みであったが、三沢市ケーブルテレビジョンの協⼒を得て、オンライン接続・設置などト
ラブルなく実施出来たことは、今後の講座の開催手段を広げる実績となった。また、講座会場へ足を運べない方へも三沢市ケーブ
ルテレビジョンでの放映により広く講座を周知することが出来たと実感している。新規受講者の中には（もとより三沢に所縁があ
り）三沢へ戻ってきた方も数名おり、目的意識、興味関心を持って参加していた。若⼲名ではあるが若い世代の受講⽣も⾒られ
た。新規の受講者、継続受講者にも関心を持ってもらえるよう引き続きイベントなど広報していく。 

事業の様子  
 

 
 
 
 


